
６月８日号を間違ってＮｏ293 としたため、今号はＮｏ２９２として発行します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政府は関電と一体となって福井県に圧力をかける 

 関電は運転期間４０年を超えた美浜３号機と高浜 1，2 号

機の再稼働を実現するためには形だけの「搬出」を演じ、

原発再推進の岸田政権は「国家の責務」を最大限活用し

て、福井県に４０年超えの再稼働を認めさせようとしている。 

 今回関電は、「高浜原発」の使用済核燃料の一部約２０

０㌧（全３４００㌧の６％弱）を２０２０年代後半に、フランスへ

研究のために搬出するとして、約束が果されたと強弁して

いる。すぐに西村経産相は「中間貯蔵と同等の意義があ

る」と表明し、福井県に圧力をかけ始めている。 

 使用済燃料の処理ができなければ原発は停止せよ 

 ６月１２日の関電森社長と杉本福井県知事の会見では、

関電は「県外に搬出されるという意味で、約束は果された」 

Ｎｏ.２９２      ２０２３年６月２０日 

脱原発・放射能汚染を考える北摂の会 
noborun2@amail.plala.or.jp 

 

  脱脱原原発発・・放放射射能能汚汚染染をを考考ええるる  

 福井県は運転開始から４０年以上を超える「老朽原発」の再稼働を認める条件として、原発敷地内に保管されてい

る「使用核燃料」を県外の施設に搬出することを１９９０年代から条件として要求し、関電は当初は２０２０年度内に搬

送先を示すと約束してきた。そして日高町やむつ市などでの中間保管を探していたが実現できず、その後は、「２０１

８年には」、そして「２０年を念頭に」と約束を違え、昨年は回答もできず、「早めに」とだけ答えて誤魔化してきた。 

杉本福井県知事は、ごまかしの「県外搬出」を拒否すべきだ 
関電は「ＭＯＸ研究用の仏国への搬送」で県外搬出をごまかすな！

 北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）が５月３１日に人

工衛星を打ち上げた（失敗）。韓国と米国は衛星として

対応したが、日本は全マスコミに「弾道ミサイルを発射、

落下の危険・迎撃の準備・・」と報道させ、軍事的態勢を

とった。５月２５日には韓国が独自に開発した衛星を、今

回とほぼ同じ場所に打ち上げたが何も対応しなかった。 

 「弾道ミサイル」と偽ってＰＡＣ３の実戦配備 

 自衛隊は「破壊措置命令」を発して、弾道ミサイルを迎

撃するとして、宮古島、石垣島、与那国島、那覇市内に

 新型コロナ感染症は、感染症法上の「２類」から「５類」

に引き下げられた。国家には患者を隔離し治療と療養

の責任がなくなり、患者個人の責任と医療保険の枠内

で対応することになった。また全国の患者数と死者数の

発表もない。６月１０日の厚労省の発表では、全国４２都

道府県で感染者数は 1.25 倍ほどに増加している。 

 これとは別に厚労省の「人口動態統計」によると、死者

数は高年齢層を中心に増加している。統計上のコロナ

死者数は 4.8 万人であるが、急増している「老衰死」の

 ６月１５日の朝日には「近ツー支店長ら逮捕」とワクチン

業務での過大請求詐欺事件が報道された。新型コロナ

ワクチン接種事業で委託料を自治体に対して過大に請

求していた事犯である。近ツーはこの３年間で、全国７６

２自治体から２９２４件総額約１３００億円の受託し、うち

約１６億円が不正であったという。旅行業収入が半減して

いるのに、親会社は過去最大の純利益を見込んでいた。 

 大阪維新と深いつながりのある人材派遣大手「パソナ」

も負けずに、判明している枚方、吹田、西宮の３市だけ

で約１１億円の不正、最大の顧客の大阪府の調査が終

わるともっと巨額となることは間違いないと思われる。 

 コロナ関連では「持続化給付金事業」も電通やパソナ

等のダミー法人が受託し、それを電通が再受託し、そこ

からパソナなどに再々委託して大混乱となっている。 
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PAC3（地対空パトリオットミサイル）

を配備した。（実際には台風で格

納庫で保管されていた。）その後

も撤収されず配備は続いている。 

 沖縄では「Ｊアラート」で「建物や

地下に避難」が呼びかけられ、ロ

ケット落下後もＮＨＫは警報番組

を継続。まさに戦争態勢準備だ。 

衛星打上げを弾道ミサイルと偽って 
沖縄諸島にＰＡＣ３を実戦配備 

美浜３号機 

隠されたコロナの感染と死亡者増加 
老人の医療を放棄し「老衰」の増加！

は

大阪府、そして全国でコロナ詐欺噴出 
やっぱりパソナや近ツーなどが登場！ 

 政府が今国会で強行採決し

た原発推進の「GX 推進法」は、

福井県と県民に対して、「お国

のための」に「国策」である原発

に反対できないように強要する

ためのものであったのだ。 

としたのに対し、知事は「立地

自治体、県議会の意見を伺

い総合的に判断する」とした。 

 すでに福井県の関電敷地に

は多くの使用済核燃料が残さ

れ、その処理方法は決められ

てもいないし実行もされていな

い。こんなデタラメな口実で再

稼働を認めることはあり得な

い。福井県は拒否すべきだ。 

中には、コロナ感

染で持病が悪化

したり、衰弱した

り 、 医 療 逼 迫 で

必要な治療が受

け れ な か っ た 人

が 含 ま れ て い る

可能性がある。 

関電の原発の一覧 

石垣島 PAC3 配備 



 殺傷能力のある武器の輸出へ (朝日 6/7) 

 ２０１４年までは「武器輸出３原則」によって武器輸出は

禁じられてきた。安倍政権の「防衛装備移転３原則」で

も、直接的な殺傷能力のある「武器」は輸出できないとな

っていた。岸田政権は３原則と運用指針を見直すことに

している。そして殺傷能力のあるものも、運用指針に新た

な類型を加えるだけで、「装備移転ができる」と判断した。 

 外国人労働者特定２号の拡大を決定(朝日 6/13) 

 日本政府は、「出入国管理法案」では、生命の危険によ

って日本への亡命を希望する外国籍の人々を、日本の

国益を基準に排除している。一方で、今回は「特定技能

２号」に該当する労働者については在留期限の上限がな

く、家族の帯同も可能となる。外国人労働者の入国の拡

大に見合って、人権と権利拡大が大きな課題である。 

 福島原発事故汚染水の放出試運転開始(朝日 6/13) 

 東電は福島原発事故により大量に蓄積されている汚染

水を海洋放出するための工事を進めている。住民や漁

民、そしてアジア諸国の漁民からの反対の声に対して

は、誠意ある話し合いもすることないまま、一方的に工事

を進めてきた。６月１２日に一応工事は完了し、真水を使

った設備の動作確認を開始した。許されない暴走だ。 

 電力会社の反発で「送配電の分離」は？(朝日 6/13) 

 「送配電の分離」は大手電力会社が独占的に支配して

いる送電網を別会社にすることによって、新電力や地域

電力の競争によって再生可能エネの拡大を実現するた

めに、福島原発事故後に課題となった。大手電力と政府

が妨害している。そして大手電力による不正、新電力へ

の負担増などが繰り返され、政府と電力は、「送配電の分

離」を有名無実化しようとしている。 

 岩波書店『世界』に大江健三郎の特集 

 大江健三郎さんが３月に死去された。雑誌 

『世界』で半年間に渡って論文が再録される。 

７月号は１９８２年の「反核を明日につなぐ」で 

ある。ぜひ大江さんと出会いなおそう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脱原発・放射能汚染を考える」 No292（2023/6/20） 

案内 ＰＴＳＤ大阪証言集会 

 わだつみ会は、１９８８年に規約に、「世代の交流、協力

をとおして戦争責任を問い続け、平和に寄与することを

目的とする」との規定を追加しました。今回、「わだつみ会

における加害者性の主題化の過程」をまとめられた那波

泰輔さんに、「第６回連続講座」で問題提起をお願いしま

した。戦後社会における反戦・平和運動の動向と、その

中でのわだつみ会の発展と苦悩、今までの歴史につい

て論議し、そして今後を考えていきたいと思います。 

報告 6/16 天皇のインドネシア訪問反対集会 
 徳仁が即位後の最初の国賓としての訪問をインドネシ

アに行う。広島サミットでまきこめなかったインドネシアな

どの諸国に対する外交攻勢の突破口としての訪問。戦

争責任・占領責任を反省しない「天皇外交」の始まり。 

 患者団体が苦難の中で作り上げてきたハンセン病資

料館を、政府は笹川保健財団に管理を委託し実質的

に破壊しようとしている。それと闘う「不当解雇救援会」

が集会を呼び掛けている。参加し、共感し、支援しよう！ 

日時：７月２日(日) 13 時から 16 時：資料代：300 円 

場所：平林寺（宝塚市社町 4-7） 逆瀬川駅から 5 分 

講演：木村信三さん 

講演：「ハンセン病問題と通底する諸問題を考える」 

案内 7 /２ ハンセン病問題と通底する諸問題 

日時：6 月２５日 10：30～ 

会場：ＰＬＰ会館（天満）ー 

主催：証言集会実行委員会 

事前予約：080-1121-3888 

 ２０１８年に「ＰＴＳＤの日本兵

と暮らした家族が語り合う会」

が発足し、２０２２年に「証言集

会」が開催されました。今回、

大阪で証言集会が開かれま

す。ぜひ皆さんの参加を！ 

日時：８月２７日(日)

13 時から 16 時 

資料代：300 円 

場所：ＰＬＰ会館 4 階

 集会：大会議室 

 展示：小会議室 

講演：慎民子さん 

講演：林伯耀さん 

案内 6 /30  原発いらナイト in 宝塚 12３回目 
 「原発いらナイト in 宝塚」の１２３回目。今回もサキソフォ

ン演奏と共に、元気にチラシを配布します。岸田政権が

狙う福井老朽原発の再稼働反対のチラシを配布します。 
日時：６月３０日（金） 17：00～18:00 
場所：宝塚 JR と阪急の連絡橋 

案内 7/1 わだつみ会オンライン連続講座 
   「わだつみ会は戦争とどう向き合ってきたの
か」 

案内 8/27 関東大震災虐殺 100 年大阪集会 
 あの時、「民族排外主義」に染められた私たちは、隣人

である朝鮮や中国民衆を無残に殺戮し、やがて「侵略戦

争」の道を突き進んだ！ そして今、新たな・・・・ 

ん、志水さん、そして「君が代」強制と闘

った生徒と家族が参加してディスカッシ

ョンが行われた。その後に闘いの報告

が行われ、実りある集会となった。 

日時：２０２３年７月１日（土） 

14：00～16：30 （13：30 OPEN） 
講師：那波 泰輔 さん 

会場：オンライン（ＺＯＯＭ）で開設 参加費：無料 

ZOOM 参加の手順 
６月２５日までに事務局アドレスに名前と住所を連絡く

ださい。noborun2@amail.plala.or.jp 

◆ 参 加 申 し 込 み さ れ た 方 に は 、 ６ 月 ２ ５ 日 ま で に

URL とパスワード、資料を送ります。 

報告 6/17 競争・強制 NO!人権と平和の教育を 
 会場には１００人近くが参加した。まず山田事務局長か

ら。２０１２年以来の闘いの経過と、今年の卒・入学式の

状況について報告があった。続いて奥野さん、松田さ

山田事務局長 


